
��������������

■
日
時
　
８
月
28
日（
土
）�

　〈
開
場
〉16
時
10
分
　〈
開
演
〉16
時
30
分�

■
場
所
　
対
馬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生
広
場�

■
出
演
者�

　〈
日
本
〉小
室
等
＆
さ
が
ゆ
き（
ロ
ニ
セ
ラ
）、

　
　
　
　
岡
本
真
夜
、
ソ
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト�

　〈
韓
国
〉イ
ム
・
ジ
フ
ン
、
チ
ュ
・
ガ
ヨ
ル
、

　
　
　
　
シ
ン
・
ム
ン
ヒ�

■
チ
ケ
ッ
ト
　〈
前
売
〉　
２
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　〈
当
日
〉　
３
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料�

　同
時
開
催
つ
し
ま
魅
力
体
験�

■
参
加
料�

　
２
０
０
０
円
＋
音
楽
祭
チ
ケ
ッ
ト
の
確
認�

■
体
験
内
容
　
浅
茅
湾
ク
ル
ー
ズ
体
験�

　
　
　
　
　
　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験�

■
集
合
場
所�

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ
し
ま
又
は
対
馬
空
港�

■
集
合
時
間
　
10
時
45
分�

　
※
参
加
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

　
　
は
事
務
局
ま
で
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
２
０（
５
４
）２
２
７
１�

　h
ttp
://w

w
w
.ch

in
g
u
.jp
/�

����

■
日
時
・
場
所�

　
９
月
４
日（
土
）�

　
座
学
研
修
／
上
県
地
区
公
民
館�

　
９
月
５
日（
日
）�

　
実
技
研
修
／
目
保
呂
ダ
ム
馬
事
公
園�

■
内
容�

　
座
学
研
修�

　
「
馬
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
」�

　
「
　
対
馬
の
宝
対
州
馬�

　
　
　
　
そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」�

　
実
技
研
修�

　
「
対
州
馬
」
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
方
に

　
つ
い
て�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
３
１
１
（
豊
田
）�

　
※
詳
細
は
対
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
し
て
お
り
ま
す
。�

��������

■
日
時
　
８
月
27
日（
金
）�

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
18
時
30
分�

■
場
所
　
長
崎
県
建
設
業
協
会�

■
受
講
料
　
会
員
　
８
０
０
０
円
（
税
込
）�

■
テ
キ
ス
ト
代
　
１
７
０
０
円
（
税
込
）�

■
申
込
期
間�

　
８
月
２
日（
月
）〜
８
月
20
日（
金
）�

※
受
講
申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
、
受
付
期

　
間
が
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご

　
連
絡
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
受
講
申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

　
☎
・
℻
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

��

第
３
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
開
催
日
時
　
11
月
20
日（
土
）�

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町
　�

■
講
習
時
間
　
15
時
間�

　
　
　
　
　
（
終
了
試
験
を
含
み
３
日
間
）�

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

　（
１
）船
舶
局
の
無
線
設
備
で
空
中
線
電
力

　
　
　
５
ワ
ッ
ト
以
下
で
25
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
の

　
　
　
設
備�

　（
２
）船
舶
局
の
空
中
線
電
力
５
キ
ロ
ワ
ッ

　
　
　
ト
以
下
の
レ
ー
ダ
ー
の
操
作�

第
２
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
開
催
日
時
　
11
月
21
日（
日
）〜
23
日（
火
）�

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町
　�

■
講
習
時
間
　
15
時
間�

　
　
　
　
　
（
終
了
試
験
を
含
み
３
日
間
）�

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

　（
１
）船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
の
無
線
設
備

　
　
　
で
次
に
揚
げ
る
も
の
の
操
作
　�

　
　
イ
、
空
中
線
電
力
10
ワ
ッ
ト
以
下
の
中

　
　
　
　
短
波
船
舶
局
の
設
備�

　
　
ロ
、
空
中
線
電
力
50
ワ
ッ
ト
以
下
の
25�

　
　
　
　
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
（
超
短
波
）
の
設
備�

　（
２
）船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
に
設
備
さ
れ

　
　
　
た
レ
ー
ダ
ー
の
操
作
（
出
力
の
制
限

　
　
　
な
し
）�

I
n
f
o
r
m
a
t
io
n

f
r
o
m
T
S
U
S
H
I
M
A
C
I
T
Y

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

無
線
従
事
者
育
成
講
習
会�

対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭�

　
　
　
　

２
０
１
０
開
催
！�

お
知
ら
せ�

ク
レ
ー
ン
取
扱
い
業
務�

　
　
　
　
　
特
別
教
育
開
催�

在
来
馬
の
活
用
に
関
す
る�

　
　
　
　
　
啓
発
セ
ミ
ナ
ー�
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レ
ー
ダ
ー
特
殊
無
線
技
士�

■
開
催
日
時
　
12
月
４
日（
金
）�

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
豊
玉
町
　�

■
講
習
時
間
　
６
時
間�

　
　
　
　
　
（
終
了
試
験
を
含
み
１
日
間
）�

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

　（
１
）海
岸
局
、
船
舶
局
及
び
船
舶
の
為
の

　
　
　
無
線
航
行
局
の
レ
ー
ダ
ー
の
外
部
転

　
　
　
換
装
置
で
電
波
の
質
に
影
響
を
及
ぼ

　
　
　
さ
な
い
も
の
の
技
術
操
作�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
無
線
漁
業
協
同
組
合�

　
☎
０
９
２
０（
５
５
）０
８
７
８�

������

　
九
州
運
輸
局
と
福
岡
地
区
船
員
労
働
安
全

衛
生
協
議
会
で
は
、
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
中
、
船
員
災
害
防
止
の
推
進
の
た
め
、
停

泊
中
の
船
舶
を
訪
船
し
、
安
全
衛
生
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
船
舶
所
有
者
並
び
に
船
員
の
皆
様
も
、
本

月
間
中
は
緑
十
字
旗
を
掲
げ
て
、
船
内
の
安

全
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

　
な
お
、
長
崎
県
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
に
お

い
て
、
本
月
間
中
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除

く
）
船
員
無
料
健
康
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部�

　
船
員
労
働
環
境
課�

　
☎
０
９
２
０（
４
７
２
）３
１
７
５�

���

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週

間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ

「
対
馬
救
急
医
療
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。�

■
テ
ー
マ�

　
「
対
馬
に
お
け
る
救
急
医
療
の�

　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
今
後
の
課
題
」�

　
　
〜
新
病
院
建
設
移
転
に
伴
う�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
急
医
療
体
制
〜�

■
日
時
　
９
月
４
日（
土
）�

　
　
　
　
14
時
〜
16
時
35
分�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
保
健
所
　
企
画
調
整
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

�����

　
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
た
め
、
学
習
に

困
っ
て
い
る
方
や
、
仕
事
や
日
常
生
活
に
困

っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
学
校
相
談
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。�

■
日
時
　
９
月
15
日（
水
）�

　
　
　
　
９
時
15
分
〜
12
時
30
分�

■
場
所
　
長
崎
県
立
盲
学
校�

■
対
象
　
幼
・
小
学
生
、
中
学
生
及
び
そ
の

　
　
　
　
保
護
者
等（
関
係
者
を
含
む
）、
学

　
　
　
　
校
関
係
者
、
一
般
の
方�

■
内
容
　
①
授
業
参
観
②
施
設
・
設
備
見
学

　
　
　
　
③
教
育
内
容
説
明�

　
※
午
後
か
ら
教
育
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご

　
　
希
望
の
方
は
参
加
希
望
の
際
に
お
申
し

　
　
出
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
締
切
　
９
月
８
日（
水
）�

　
ま
た
、
視
覚
的
ハ
ン
デ
ィ
に
よ
り
職
業
的

な
面
で
将
来
に
不
安
を
お
も
ち
の
方
に
は
、

専
攻
科（
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養
成
課
程
）相

談
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
立
盲
学
校�

　
☎
０
９
５（
８
８
２
）０
０
２
０�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　kyoutou@

nagasaki-sb.ed.jp�
����

　
自
動
車
の
利
用
実
態
を
把
握
し
、
将
来
の

交
通
計
画
を
立
て
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
目
的
で
、
今
年
度
、
全
国
一
斉
に
「
道
路

交
通
セ
ン
サ
ス
」
（
全
国
道
路
・
街
路
交
通

情
勢
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。�

　
平
成
22
年
６
月
末
現
在
の
国
土
交
通
省
が

管
理
す
る
自
動
車
登
録
情
報
か
ら
調
査
対
象

車
両
を
無
作
為
に
選
定
し
、
10
月
頃
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
選
定
さ
れ
た
車
両

を
所
有
さ
れ
る
お
宅
に
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
と

記
入
の
仕
方
を
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。�

　
調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
、
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
国
土
交
通
省
　
九
州
地
方
整
備
局�

　
道
路
計
画
第
二
課�

　
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
　
調
査
第
二
課�

　
☎
０
９
５（
８
３
９
）９
８
６
１�

19 広報つしま

９
月
は「
船
員
労
働
安
全�

　
　
　
　
　
衛
生
月
間
」で
す�

視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
の�

　
　
　
　
　
　
学
校
相
談
会�

「
対
馬
救
急
医
療
研
究
会
」を�

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す�

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査�

　
　
　
　
　
　ご
協
力
の
お
願
い�

全国一斉「高齢者・障害者の人権�
あんしん相談」強化週間�

☎095（820）5982
障害のある人に対する不当な�
扱い、高齢者への虐待など、�
一人で悩まずご相談ください。�人権イメージキャラクター�

人KENまもる君・人KENあゆみちゃん�

長崎地方法務局　長崎県人権擁護委員連合会�

８時30分から19時まで�
ただし、土曜日・日曜日は10時から17時まで�

９月６日（月）から９月12日（日）まで�

　本年７月31日現在で、常用労働者を１人から４人雇用している
事業所を対象に、毎月勤労統計調査特別調査を実施します。�
　この調査は、１～４人規模事業所における賃金、労働時間及び
労働者数の動向を全国及び都道府県別に明らかにするなどの目的
をもつ大切な調査です。�
　調査対象となる事業所には、８月から９月にかけ統計調査員が
訪問し、調査票の内容をお聞きして調査票を作成いたします。�
　調査票に書かれた事柄は、「統計法」により、厳しく秘密が守
られます。また、統計以外の目的に用いられることは禁じられて
います。ご多忙のこととは存じますが、調査へのご理解とご回答
をお願いいたします。�

毎月勤労統計調査特別調査についてのお願い�

厚生労働省�



����������

■
日
時�

　
９
月
11
日（
土
）　
11
時
、
14
時
、
18
時�

　
９
月
12
日（
日
）　
13
時
、
16
時�

■
料
金�

　
大
人
・
・
・
・
・
・
・
・
１
０
０
０
円�

　
高
校
生
以
下
・
・
・
・
・
・
８
０
０
円�

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引（
高
校
生
以
下
）�

　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
５
０
０
円�

　
　
※
保
護
者
と
一
緒
に
ご
来
場
の
場
合�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
で
映
画
を
観
る
こ
と
を
広
め
る
会�

　
テ
ィ
ア
ラ
事
務
局�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）６
６
６
４�

　
携
帯
０
９
０（
５
２
９
０
）７
１
６
４�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
本
）�

�������

■
日
時�

　
10
月
18
日（
月
）、
21
日（
木
）、
25
日（
月
）、�

　
28
日（
木
）、
11
月
１
日（
月
）、
４
日（
木
）�

　
19
時
〜
21
時
　
　
　
　
　
（
全
６
回
）�

■
場
所
　
対
馬
高
校
　
商
事
実
習
室�

■
対
象
者
　
初
め
て
の
方
・
な
る
べ
く
全
６

　
　
　
　
　
回
出
席
可
能
な
方�

■
定
員
　
20
名�

■
受
講
料
　
無
料�

　
※
筆
記
用
具
と
ノ
ー
ト
を
ご
準
備
く
だ
さ
い�

■
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
木
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

���
■
日
時�

　
10
月
13
日（
水
）、
20
日（
水
）、
27
日（
水
）�

　
10
時
30
分
〜
13
時�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
３
階
調
理
実
習
室�

■
対
象
者
　
一
般
成
人�

■
定
員
　
10
名�

■
そ
の
他
　
材
料
代
１
回
に
つ
き
３
０
０
円

　
　
　
　
　
及
び
初
回
に
お
米
１
合
必
要�

■
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
木
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
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「
武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
」上
映�

被害に遭わないために!!

韓
国
語
入
門�

「
笑
っ
て
い
い
ハ
ン
グ
ル
！�

　
　
　
〜
高
校
開
放
講
座
〜
」�

公
民
館
講
座「
郷
土
料
理
講
座
」�

募
　
集�

　大陸文化の窓口として固有の文化を育んできた対馬。その歴�
史を学び、輪を広げ、未来へと繋いでいきましょう。�

■日　時　９月30日（木）～12月２日（木）�
　　　　　19時30分～21時（全10回）�
■場　所　対馬市交流センターほか�
■対　象　一般成人　　■受講料　無料�
■主　催　対馬芳洲会�
■内　容�

■申込期間　８月23日（月）～９月21日（火）�

厳原地区公民館内「対馬偉人顕彰講座」係�
☎0920（52）0363

問い合わせ�

対馬偉人顕彰講座　受講生募集�

この事業は「対馬市わがまち元気創出支援事業」の補助を受けて開催されます。�

開催日� 講　師�

松原　一征�

大森　公善�

上原　正行�

橘　　厚志�

庄野伸十郎�

中島　新吾�

小島　武博�

武末　聖子�

早田　和文�

小松　勝助�

9月30日�

10月  7日�

14日�

21日�

28日�

11月  4日�

11日�

18日�

25日�

12月  2日�

講　義　内　容�

江戸時代の国際人　雨森芳洲�

幕末対馬人物志�

陶山訥庵先生に学ぶ�

対馬が舞台の日朝交流史記念碑�

蘇る朝鮮通信使�

賀島如軒�

外交僧　玄蘇と玄方�

義智の側室　倉野夫人�

幕末露艦浅茅湾占拠事件�

群読「陶山訥庵先生伝記資料」�

　対馬市内で住宅に侵入する窃盗事件や自転車盗�
が多発しています。�

①ドアは、ツーロックで施錠する
　（ワンドア・ツーロック）
②防犯センサー・警報ベル等の威嚇
　機を取り付ける
③敷地の周りは、死角をなくす
④２階以上への足場となるものを作
　らない
⑤家の周りの照明を明るくする
⑥外出時は、ご近所に一声かける

①車内にカバンや貴重品を置かない
②少しの間でも、確実にドアロック
　する
③窓を開けたまま駐車しない
④路上駐車を避け、明るく監視の行
　き届いた駐車場を選ぶ
⑤スペアキーを車内外に保管しない

①自転車から離れるときは必ず鍵を
　かける
②自転車防犯登録に加入する
③面倒でも補助ロックをかける
　（２ロック）

鍵かけで被害の未然防止！

�空き巣対策

�乗り物盗対策

�自転車盗対策
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